
９月定例会から継続審査となっていた２議
案を含む19議案すべてを原案どおり可決、
認定、同意した。
　なお、鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計
画地地下水等調査会条例について、科学的
知見を持つ委員が公平・中立に調査を行う
こと、調査会の内容が県民に伝わるように
すること、調査が客観的、学術的に行われ
るよう公開手法も含め環境を整えること
などの意見を付した。
　陳情については、桜を見る会の実態解明
を求める意見書の提出についての陳情な
ど３件をいずれも不採択と決し、12月20日
に23日間の会期を閉じた。

　11月定例会は11月28日、平井知事から
総額10億５千万円余の令和元年度鳥取県
一般会計補正予算（第３号）や鳥取県淀江
産業廃棄物処理施設計画地地下水等調査
会条例の制定など15議案が提案されて開
会した。　
　本会議では、代表質問は県議会自由民主
党が行い、一般質問には29名の議員が登
壇。県政の幅広い諸課題について知事らと
活発な議論を展開した。
　会期中、教育委員会委員と収用委員会委
員の人事案件２議案が追加提案された。
　審議の結果、知事提出議案については、
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鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

総
合
戦
略
等
の
見
直
し

問 

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
※
１
）
の

政
策
立
案
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
。
目
標

を
定
量
的
、
定
性
的
に
設
定
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

答 

今
の
制
約
の
中
で
未
来
の
理
想
像
に

近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
違
っ
た

手
法
が
色
々
取
れ
る
と
思
う
。
そ
う
し
た

視
点
を
し
っ
か
り
と
入
れ
た
目
標
を
作
っ

て
い
く
。
ワ
ン
チ
ー
ム
で
、
小
さ
く
て
強

い
と
こ
ろ
を
目
指
し
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
我
々
の
得
意
技
と
し
て
や
っ
て
い
く
。

災
害
対
策
と
県
土
の
強
靭
化

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
を
考

慮
し
な
が
ら
、
堤
防
の
強
化
や
河
道
確
保

等
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
予

算
配
分
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

一
定
の
ハ
ー
ド
対
策
は
効
果
が
あ
り
、

あ
る
程
度
前
倒
し
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ソ
フ
ト
対
策
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

現
在
、
信
号
機
の
停
電
対
応
措
置
は
、

地
震
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ

ら
か
じ
め
必
要
箇
所
数
を
把
握
し
、
風
水

害
も
考
慮
し
た
整
備
計
画
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
警
察
本
部
長
）
次
期
計
画
策
定
の
際

に
は
、
風
水
害
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
災
害
を

想
定
し
て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

く
。

問 
ペ
ッ
ト
と
同
居
で
き
る
避
難
所
や
一
時

保
護
的
な
シ
ェ
ル
タ
ー
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

獣
医
師
会
と
も
協
力
体
制
を
協
議
し

て
協
定
を
結
び
、
受
入
体
制
や
救
出
等
を

含
め
て
対
応
を
考
え
て
い
く
。

先
端
技
術
導
入
の
促
進

問 

横
串
を
刺
し
て
情
報
共
有
や
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
庁
内
に
検
討
会

議
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答 Society5.0

（
※
２
）
を
推
進
す
る

検
討
会
議
を
つ
く
り
、
有
識
者
も
入
れ
て

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

農
林
水
産
業
の
振
興

問 

本
県
の
畜
産
業
を
守
る
獣
医
師
の
人

材
不
足
は
深
刻
。
特
に
若
年
層
の
確
保
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

社
会
人
の
再
就
職
と
し
て
、
公
務
員

獣
医
師
を
積
極
的
に
開
拓
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
新
年
度
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

問 

パ
ラ
国
体
な
ど
の
誘
致
に
は
宿
泊
施

設
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
県
と
し
て
環
境
整

備
を
誘
導
し
て
は
ど
う
か
。

答 

い
ず
れ
や
っ
て
く
る
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
に
ら
み
な
が
ら
、ホ
テ
ル・

旅
館
の
障
が
い
者
対
応
を
進
め
る
。

県
内
企
業
の
働
き
方
改
革

問 

労
働
者
不
足
の
問
題
が
あ
る
建
設
業

の
働
き
方
改
革
を
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
連
休
や
お
盆
休
み
前

の
発
注
に
対
す
る
不
満
の
声
が
あ
る
。
工

期
設
定
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

答 

週
休
二
日
工
事
の
浸
透
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
関
係
者
の
声
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
制
度
の
改
善
を
図
る
。
年
末
年
始
や

お
盆
休
み
等
に
わ
た
る
発
注
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
時
期
を
調
整
す
る
。

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
実
践

問 

命
に
関
わ
る
教
育
を
よ
り
効
果
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
教
育
長
）
命
の
大
切
さ
を
心
か
ら
実

感
し
、現
実
の
行
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

家
庭
や
地
域
等
と
連
携
し
た
学
び
の
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

児
童
虐
待
対
策

問 

通
告
義
務
な
ど
対
処
の
ル
ー
ル
を
徹

底
す
る
た
め
、
学
校
現
場
の
実
態
を
確
認

し
た
上
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
教
育
長
）
で
き
る
だ
け
学
校
が
判
断

に
迷
わ
な
い
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で

き
ち
ん
と
示
し
て
い
き
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問 

後
期
高
齢
人
口
の
増
大
に
伴
い
、
病

院
の
機
能
は
高
度
急
性
期
等
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
向
け
の
回
復
期
や
慢
性
期
に
移
行
さ
せ

る
必
要
性
が
高
ま
る
の
で
は
。

答 

地
域
医
療
構
想
の
調
整
会
議
等
で
具

体
的
に
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
病
床

転
換
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

県
民
の
健
康
増
進

問 

フ
レ
イ
ル
（
※
３
）
対
策
は
行
政
に
よ

る
事
業
で
は
な
く
、
民
間
の
知
見
に
よ
る

Ｓ
Ｉ
Ｂ
方
式
（
※
４
）
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

答 

米
子
で
の
取
り
組
み
に
注
目
。
展
開

を
加
速
さ
せ
る
意
味
で
こ
う
し
た
手
法
が

可
能
か
ど
う
か
積
極
的
に
検
証
す
る
。

代
表
質
問

選
挙
区　

米
子
市

野
坂　
道
明 
議
員

※１ バックキャスティング：未来の姿から逆算して現在の施策を考える発想　※２ Society5.0：第 5 期科学技術基本計画において提
唱された我が国が目指すべき未来社会の姿　※３ フレイル：健康な状態と要介護状態の中間の状態をさす　※４ SIB 方式：官民連携
の仕組みの一つで、行政や民間事業者及び資金提供者等が連携して行う手法
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※１ RE100：使用する電力の 100％を再生可能エネルギーで調達すること
※２ アリペイ、ウィーチャットペイ：中国の主要なモバイル決済サービス

①芝生王国について
②社協について

語堂　正範 議員

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

問 ①県産芝が新国立競技場
に導入された。日本一の品質
を誇る鳥取県の芝生を大きな
魅力として発信しては？②社
協は地域福祉の実現を目指す
組織である。しかし、運営は
厳しくなっている。財源措置
を国へ要望するべきではない
か？
答 ①芝生生産の応援を県と
しても果たしていきたい。日
本を代表する芝としてシンボ
リックに県特産として推奨す
る②地域福祉の財源措置、財
政基盤の確立について政府に
も働きかける。

鳥取県の漁業振興に
ついて

澤　紀男 議員

選挙区　米子市
会　派　公明党

問 2018 漁業センサスが発表
された。全国で漁業従事者の
減少は一段と進んでいる。そ
の中で鳥取県の漁業従事者数
は特に 20 ～ 29 歳の年齢構成
比で全国平均より 4.5 ポイン
ト高くなっている。鳥取県の
漁業担い手育成事業の現状と
漁業就業希望者が使いやすい
制度への見直しについて伺う。
答 鳥取県では漁船のリース事
業などの政策により若い就業
者が増えている。独立型研修
についても３親等以内の親族
も対象とするよう制度の見直
しを早急に検討する。

QRコード決済について

常田　賢二 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

問 ①上海便就航に向けてアリ
ペイ・ウィーチャットペイ ( ※
２) 対応店舗を増やし、ポス
ターやポップ広告等で中国人
観光客に認知してもらう体制
整備が急務では② QR コード
の早期規格統一を国へ要望し
てほしい③キャッシュレス推
進協議会へ参加を。
答 ①９月の補正予算の誘客倍
増プランで支援措置をとった。
さらにポップ広告も含めて応
援させて頂きたい②規格統一
の要請活動を国、政府側にも
やっていきたい③年明けにも
協議会へ加盟させて頂きたい。

ふるさと新時代づくり
への予算編成方針は？

島谷　龍司 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

問 Society5.0 時 代 を 迎 え、
ふるさと新時代の実現に向け
て新年度予算編成についてど
のように取り組んでいくのか。
答 ふるさと新時代実現のため
に、本県の得意分野である福
祉領域への Society5.0 の導入
など安心をテーマに切り込む
とともに、人口最少、開発遅
れなど本県のハンディと考え
られていたことをメリットと捉
えて、市町村などと協働しな
がら、ふるさとの新しい時代
を導く地方創生の戦略を取り
まとめ、新年度予算に反映す
る。

インフラと国土強靭化、
クマ対策、人材育成

山口　雅志 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

問 ①災害改良復旧について②
鳥取港整備について③クマ対
策について④中学校の形式卒
業問題について。
答 ①国に要件緩和、河川・
農業施設連携対策を要望する
②国の直轄工事として検討い
ただけるよう要望している。
地域の需要を取り入れ鳥取港
港湾計画を見直す③市町村連
携強化、保護個体数見直し、
周辺他県連携強化等クマ特化
対策を進める④（教育長）子
どもを中心に置き、様々なニー
ズをとらえ夜間学校をどうす
べきか検討を進める。

健康づくりで幸齢社会
再生可能エネルギー

銀杏　泰利 議員

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

問 ①健康寿命を延ばし、高齢
者が幸せに年を重ねる幸齢社
会に②「とりっぽ」の推進③全
町内会、集落で健康マイレー
ジ、健康づくりの事業等を④ア
レルギー拠点病院設置を⑤再
生可能 E の普及啓発の取組は。
答 ①健康づくり文化として
定着させ幸齢社会を目指す
②ウォーキングアプリは、当
初予算に向け検討始めた③市
町村ともよく協議し展開を強
める④年明けに選定し、１病
院でも認定に⑤ RE100（※１）
のアンバサダーとして県も宣
言する。

一 般 質 問 　11月定例会では、29人の議員が一般質問を行いました。
本紙では、各議員の質問の中から、質問と答弁の要旨を掲
載します。
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理屈が通らない処分
白紙撤回すべきでは

伊藤　保 議員

選挙区　東伯郡
会　派　会派民主

問 8 月 21 日、県が事務局を
務め、県と関わりの深い畜産
の外郭団体で、人工授精師に
対して県有種雄牛凍結精液の
譲渡停止６ケ月の処分決定と
処分内容の公表が行われたが、
理屈が通らない処分で、白紙
撤回すべきでないか。
答 一通りお伺いし、憤りはあ
る意味共有できる。授精師の
責任を問えないところではな
いかとも思える。詳細につい
て十分把握しているわけでな
いので、事実関係を精査し、
速やかに対応したい。

台風19号災害を受けて
の防災対策

興治　英夫 議員

選挙区　倉吉市
会　派　会派民主

問 多数の河川で、越水によ
り堤防が決壊した。河川整備
や避難対策、事業継続（BCP）、
病院機能の確保にどう取り組
むか。
答 堤防の天端や河川裏側法
面の補強などを重点的にやり、
必要な河川整備について国に
要望する。広域避難は３大河
川の流域ごとで検討する。災
害弱者対策は、福祉避難所の
環境整備に努め、利用施設の
避難計画作成を支援する。商
工団体と協定し、被災した企
業のバックアップ体制をつく
る。病院の BCP 作成を進め、
広域で医療対処する。

①外国人サイクリスト対応
②製材業支援策

松田　正 議員

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

問 ロードバイクのレンタルな
ど、受け入れ体制の整備を行
う市町村に対し購入助成など
の支援ができないか。
答 県内にロードバイクのレン
タル店はない。検討する市町
村があれば応分の協力はさせ
ていただきたい。
問 県産木材の競争力を高める
ためには乾燥が必須。日数が
かかる天然乾燥を行う場合の
経費支援ができないか。
答 無利子融資のような形での
営業支援を検討させていただ
きたい。

①防災公園・避難対策
②健康づくり文化創造

西村　弥子 議員

選挙区　米子市
会　派　会派民主

問 ①洪水避難で、米子市観音
寺・長砂町「桜の里」・東山町
一帯の山など、県下の保安林
の山を防災公園のような観点
で有効活用できないか②県は
地域の保健師・栄養士・食生
活改善推進員の薄味奨励活動
や民間ともっとコミットし、牽
引推進してはどうか。
答 ①人口集積地域で何ができ
るか、県の立場であるが防災
避難対策検討会で検討を深め
て参りたい②現場と改めて意
見交換し、予算や計画に反映
しつつ、「食」の切り口を広げ
原点に立ち返りタッグを組ん
で進めたい。

①ロシア交流  ②高規格道路
③共生社会の実現に向けて

安田　由毅 議員

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

問 ①民間交流の観点から DBS
運航再開に向けた所見②米子
境港間高規格道路実現に向け
国を動かすのは地元の意思統
一。汗をかいていただきたい
③ (a) 車椅子タイヤ洗浄機導入
を (b) 官民問わず折り畳み式ス
ロープの設置、購入補助制度を。
答 ①交流を継続発展し DBS
運航再開を目指していく②事
務手続きを速やかに。高まっ
てきた気運を生かしていく
③ (a) 計画中の布勢の施設に
設置検討する (b) 有効である。
既存制度の周知活動、必要な
ら予算拡充する。

①リユース食器
②ゲーム依存症  ③SNS 対策

福浜　隆宏 議員

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

問 ①リユース食器（※）を福
祉作業所が担えばプラゴミゼ
ロと工賃ＵＰ両面で効果。啓発
を②中高生７人に１人がゲーム
依存の疑い。先駆的な国立久
里浜医療センターの調査研究
を③ SNS 絡みの事件の抑止を。
答 ①リユース食器の基盤整
備という支援もあり得る②久
里浜での人材育成、研修参加
など関係機関にも促す③逆に
SNS を活用した注意喚起の広
報なども検討する。（教育長）
犯罪を疑似体験できるアプリ
を活用した学びも検討。

一 般 質 問

※ リユース食器：主にイベントなどで使用される再利用可能な食器
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児童精神科について
児童相談所について

坂野経三郎 議員

選挙区　鳥取市
会　派　会派民主

問 児童精神科①受診まで最低
１か月待たねばならない現状
への対応②島根県にあって鳥
取県に無い県立児童精神科病
棟の必要性③自死願望等、緊
急入院が必要な子どもへの対
応が不十分。
答 ①町医者と役割分担をする
等、対応を協議②入院できる
環境についても関係者と協議
③精神保健法により、措置入
院や緊急保護入院という仕組
みがある。
問 虐待のあった家庭へは、児
童相談所のフォローだけでは
なく、社会全体で支えてはど
うか。
答 体制強化をしっかりとやる。

政治で一番大切な事は
儲ける事？幸せ度増？

山川　智帆 議員

選挙区　米子市
会　派　無所属

問 産廃の反対・賛成に拘らず、
地下水等が安全かどうかが重
要。そこで知事に具体的に提
言する。H25 事業者作成の生
活環境影響評価書に産廃「計
画地の地下水は北北東に流れ
ると結論した」と記載がある。
多くの県民は北北東に位置す
る水源地への影響を懸念する。
H26 地下水流向調査の調査範
囲は狭く水源地は含まれない。
三輪山の清水・福井水源地を
含む広域的な調査の実施を求
める。見解を問う。
答 水源地を含める事は、当然
入ると思う。調査会に伝える。

県内中小企業支援策に
ついて

内田　隆嗣 議員

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

問 鳥取県の産業構造を考える
ときに、県内中小企業で売上
高 100 億円を超える企業を育
成するために、県としても必
要な支援策の構築が求められ
ている。県として、何かでき
ることはないか所見を伺う。
答 事業者がプレゼンテーショ
ンをやり、ファンドや銀行との
交流やマッチングを兼ねたよ
うな、投資家と向き合うとい
うような場も確かに必要かも
しれませんので、そうした場
の検討をさせていただきたい。

鳥取よいとこ運動・
小学校英語・駅前活性化

尾崎　薫 議員

選挙区　鳥取市
会　派　会派民主

問 ①若者が鳥取に定着する対
策が要る。子育て制度、自然、
治安が良い、人と地域の繋が
り、小ささが武器など鳥取に
は沢山良い点がある。知事と
親・大人が共有し発信する運
動を②各校に外国語専任教員
配置を③大丸駅前計画にイベ
ント支援も必要。
答 ①行動を起こし少子高齢化
の状況に変化を呼び起こす運
動につながるよう考えてみる
②（教育長）国では一部教科
担任制の議論もあり、定数改
善も含め要望していく③ソフ
トで盛り上げることも考える。

農林水産業の振興と
政策について

鹿島　功 議員

選挙区　西伯郡
会　派　自由民主党

問 ①担い手農業経営者が新制
度でも再申請、機械設備の再
取得が可能になる支援を②水
稲生産に関連する必要な施設
の国事業で対応できない部分
を県で補完する体制づくりの
考えを問う ③国の８割交付税
措置が決定し県養豚場への防
護柵設置補助・助成の割合を
再考できないか。
答 ①当初予算編成に向け関係
機関と相談する②県内 JA と
県で米作関連施設の再編等に
ついての研究会を開いていく
③関係事業者の状況も確認し、
制度の立て方等も検討をさせ
ていただく。

公立公的病院、淀江産廃、
災害対策、奨学金

市谷　知子 議員

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

問 ①公立病院再編統合リスト
撤回②不採算地域医療交付税
総額の継続③境港済生会病院
改修費支援④水源地に汚水が
流れる危険性を指摘する吉谷
先生を淀江産廃地下水調査委
員に。知見の紹介を⑤千代川
決壊を想定した確実な住民避
難の検討⑥段ボールベット等
連携備蓄品到着時間の短縮⑦
運輸業を奨学金返済助成する
未来人材基金の対象に。
答 ①撤回すべき②充実を要望
③必要に応じ検討④委員は対
象外。知見は幅広く収集⑤取
り組む⑥確認する⑦話があれ
ば対応。

一 般 質 問
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防災、ICT 教育、
Society 5.0 など

藤井　一博 議員

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

問 ①頻発する災害への備えと
しての防災対策、Society5.0
時代到来を受けた ICT 教育の
環境整備など、令和２年度予
算について積極的な予算編成
を求む②財政誘導目標の提示
方法を分かりやすくしては③
ICT 活用教育推進ビジョンを
改定しては。
答 ①防災対策、子どもたちの
未来、子育て対策に重点的に
財源を確保し積極型の予算編
成を目指す②県民の皆様にお
分かり頂けるよう工夫して提
示する③（教育長）来年度の
策定を目指し、スピード感を
もって臨む。

災害時の工事請負、
沿岸漁業、今後の造林

中島　規夫 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

問 現在、入札不調が多いが、
災害工事に関して受注減点を
見直すべき。サメ被害に困っ
ている沿岸漁業対策と令和２
年以降の稚貝放流支援。皆伐
再造林に向けた高率の植栽経
費対象樹種を拡大すべき。
答 災害復旧工事のやり方は
違って良いかも。業者の意見
も聞いて検討する。サメ対策
は、漁協と相談して支援を考
える。稚貝放流支援は、令和
２年の予算の中で相談させて
いただく。林業関係者の意見
を伺い制度の改善を検討して
いく。

消防防災航空隊防災ヘリ
の夜間運航体制

由田　隆 議員

選挙区　倉吉市
会　派　無所属

問 運航規定・運航要領におい
ては、平成 12 年 10 月の西部
地震の教訓を生かし、夜間の
大規模災害に対応するとなっ
ている夜間の緊急運航に対す
る体制はどうなっているのか。
答 夜間の緊急運航について
は、西部地震の教訓も踏まえ
て、市街地、海岸線等、有視
界飛行で緊急運航としている
が、防災ヘリが万が一、木に
接触すれば重大事故につなが
る。現在、隊員の安全性を考
え夜間の緊急運航は行ってい
ない。

全ての子どもの学習権を
保障するために

川部　洋 議員

選挙区　倉吉市
会　派　自由民主党

問 障がいのある子もない子も
すべての子どもが一緒に学ぶ
大阪市立大空小学校のような

「みんなの学校」をつくるため
に、県教委がすべきことは何
か、現場に対してどのような
支援が考えられるか。
答 （教育長）共生社会に向け
たインクルーシブ教育につい
て、教職員、保護者、県民へ
と共通理解を広げるやり方が
適当。また学校の中のチーム
体制、学校を支えるバックアッ
プ体制も必要だと思っており、
具体的にどんな手法があるの
か、実際に大阪市立大空小学
校を見て検討したい。

介護職員等特定処遇改善
加算の取得取組推進

濵辺　義孝 議員

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

問 介護職員の職場の環境改
善、賃金の改善、離職ゼロを
推進する為に、介護職員等特
定処遇改善加算取得推進に取
り組むべきと考える。県内の
特定加算の取得状況は、対象
事業所の 48.2% である。加算
取得推進への取り組みについ
て知事に問う。
答 このたびの特定処遇の加算
ついては、きちんと普及すれ
ば、更に処遇改善に繋がると
ころが出てくる。貴重な財源
を、施設のほうでも活用でき
るように、説明会、個別の訪
問をすることで一層の普及を
推進したい。

本県の環境政策と子ど
も食堂へ支援の継続を

広谷　直樹 議員

選挙区　岩美郡
会　派　自由民主党

問 ①鳥取県環境基本計画が策
定後 20 年経過した。この間
の県の取り組み成果は②県内
の一般廃棄物排出量は全国的
に見ても多い。排出量削減の
県の取り組みは③子ども食堂
の実態調査と来年度以降の支
援策の検討は。
答 ①レジ袋廃止、自然エネル
ギー活用の増加、廃棄物リサ
イクル率アップなど様々な成
果があった②事業所からの排
出が課題。食品ロス削減に業
界団体等とマッチングできる
システムを進めていく③運営
実態を把握し、市町村と相談
しながら応援していく。

一 般 質 問
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地下水調査会の信頼性
について

森　雅幹 議員

選挙区　米子市
会　派　会派民主

問 知事は中立公正な地下水調
査会を強調し、白紙もあり得
ると発言した。一方で環境管
理事業センターが自治会と施
設設置を前提とした振興計画
を進めることは、この調査会
が住民に信頼されないのでは
ないか？
答 センターに予算執行停止を
かける必要はないのではない
か。ただ、ストップをかけら
れないと見られてもいけない。
趣旨はセンター側にも伝える。
当初予算の段階で協議するが、
皆様の同意を得た上でセン
ターの活動範囲を検討したい。

災害弱者への対応
栄養教諭へ任用替え他

浜田　妙子 議員

選挙区　米子市
会　派　会派民主

問 ①災害弱者早め避難のた
め、防災リーダー養成や地域
力充実に防災キャンプ等支援
を②共生社会鳥取に向けパ
ラアスリートを活用し、街中
チェックを③子どもの食育環
境充実と個別対応強化のため、
学校栄養職員を栄養教諭に任
用替えし、100％栄養教諭に。
答 ①基礎応用２つのリーダー
養成を強化。地域に役立つ防
災キャンプ等もしっかり応援
する②今後議論する。モニター
としての活用は可能③（教育
長）現場の意見をよく聞き将
来のあり方を総合的に点検・
検討する。

特別天然記念物
オオサンショウウオの保護

福間　裕隆 議員

選挙区　西伯郡
会　派　会派民主

問 県内の河川に生息するオオ
サンショウウオを調査し、日本
本来のもの、チュウゴクオオ
サンショウウオ、交雑個体の
存在確認など、生息分布の実
態把握をすべきである。そし
て、保護管理指針の策定が必
要だ。
答 実態把握の調査は、市町村
の協力も得ながら進めるとい
うことで検討する。ある程度、
実態を把握した上で、交雑種
対策、保護に向けた住民活動
との連携などを含めた新しい
タイプの鳥取型の管理方針を
考えてみたい。

県民と共に創る
とっとり創生と共生社会

浜崎　晋一 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

問 県内企業の後継者不足は鮮
明になっており、円滑な事業
承継に向けて、県内金融機関
との連携をさらに深化させる
べき。
答 行政ではできない人材の
マッチングについて、新年度
に向けて金融機関とよく協議
する。
問 障がい者スポーツの拠点
施設整備に併せて、障がいの
ある方がその特性に合ったス
ポーツを楽しめるような指導
人材の育成・確保が必要では
ないか。
答 新年度に向けて更に強化で
きるよう、様々なプログラム
を当初予算で検討する。

ヒトとモノの今後の
可能性について

浜田　一哉 議員

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

問 ①境夢みなとターミナルと
江島大橋を結ぶ幹線道路の調
査状況と結果を問う②夢みな
とタワーのエレベーターの無
料化やストリートピアノの設
置などをし、賑わいの拠点と
すべき。
答 ①渡公民館前の交差点、大
根島入口の交差点がクランク
状になるため、渋滞が発生し
やすくなっている。今年度、
詳細設計して、令和４、５年
で着工見込み②タワーの指定
管理者の募集時にコンテスト
をしていく。ターミナル管理
者ともエリアの賑わいについ
て協議していく。

一 般 質 問

答弁者説明  

　答弁者は、記載のないもの
は知事（各部局長の答弁も含
む）。教育長、警察本部長は知
事の部局ではないため、別に
表記した。

会派正式名称  

【自由民主党】
　 鳥取県議会自由民主党

【会 派 民 主】
　 会派民主

【公　明　党】
　 公明党鳥取県議会議員団

鳥取県議会 検索

議事録の全文は、
県議会ホームページから
ご覧になれます。

※掲載に時間がかかる場合があります。

本会議、委員会などの会議はどなたでも傍聴できます。
議会日程をご確認のうえ、県議会においでください。

議会を傍聴しませんか
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　決算審査特別委員会は、12月19日、「平成30年度鳥取県営企業決算
の認定について」「平成30年度鳥取県営病院事業決算の認定について」

「平成30年度決算の認定について」の３議案を認定すべきものと決定
し、20日の本会議で認定された。
　鳥取県議会では、適正な予算の執行と編成のために、決算審査特別
委員会を通年設置とし「総務教育」「福祉生活」「農林水産商工」「地域

づくり県土警察」「県営企業」「病
院事業」の６分科会を設け、効率
的かつ詳細な審査を行っているほ
か、新年度予算に審査結果を反映
させるため、11月定例会で決算認
定を議決している。
　決算関係の３議案は、９月定例
会から審査を開始。分科会ごとに
書類審査、集中審査、質疑、現地
調査などを重ね、最後は委員全員
で議論を行った。
　その結果、文書指摘５件、口頭指摘10件を行ったうえで、認定が妥
当と決した。
　同委員会は２月定例会で、指摘事項を予算にどう反映したか、知事
ら執行部から説明を求め、決算と予算の審査を一体化することで、よ
り適正な予算編成を実現するよう努力したいとしている。

（1）学校教職員の多忙解消と負担軽減の取組　
教育環境の多様化、複雑化等に伴う学校教
職員の多忙化や負担の解消を図るため、部
活動指導員や教員業務アシスタントを各
学校に配置しているが、着実な負担軽減や
時間外業務縮減に結びついているとは言
えない状況にある。部活動指導員や教員業
務アシスタント等の取組が着実に教職員
の負担軽減等につながるよう、実効性向上
のための仕組みの導入や制度の見直しを
主体的に行っていくべきである。

（2）障がい者の離職防止・職場定着　障が
い者の就業者数は、以前に比べて増加して
いるものの、同時に離職者数も増加してい
る。障害者職業生活相談員を事業所内に配
置している事業所では、障がい者の就労が
定着していることから、同相談員の配置義
務のない５人未満の事業所にも配置でき
るよう、また既配置の同相談員の育成・研
修の充実についても検討するべきである。

（3）新規就農者増加のための産地・経営体の育
成支援　県農業生産１千億円達成プランで
は、新規就農者の年間200人増を目標とし

ているが、平成30年度は達成されていな
い。既存事業では、農業分野の制限がある
ものもあるため、対象分野を広げたり、新
規就農者が継続していけるよう、経営相談
体制についても検討し、総合的に支援して
いくべきである。

（4）児童虐待事案への対応　本県でも、警察
や児童相談所における児童虐待の認知件
数は増加しており、警察本部では関係機関
との連携に取り組んできたところだが、更
なる連携体制の強化を進めるととともに、
児童虐待事案は、DVとの関連性を踏まえ、
警察本部に総合的に担当する部署の創設
を検討するべきである。

（5）県立病院における医師の確保　県立病院
の医師は年々増員されているが、まだ不足
の状況にある。両県立病院が安定して医療
を提供していくため、鳥取大学等との連携
を強化しつつ、若手医師がやりがいの持て
る魅力ある病院づくりを進める必要があ
る。地域の医療機関との役割分担・連携強
化や働きやすい職場環境の整備に取り組
むべきである。

文書指摘の概要

平成30年度決算の認定
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福祉生活病院常任委員会
　11月定例会では、本委員会所管の補正予算な
ど４件の議案と１件の陳情について、慎重に審
議を行った結果、議案についてはいずれも原案
どおり可決すべきものと決定し、陳情について
は、不採択と決定した。
　また、８月末に行った第１回県外調査の結果
を県施策の参考としてもらうよう、「精神障害者
医療費助成拡大等に向けた取り組み」、「複合バ
イオマス資源の活用等」について提言を行い、
執行部と活発な意見交換を行った。
　そのほか11月21日には、米子市内において、

「ひきこもり対策について」をテーマに出前県議
会を開催し、関係団体と行政から取組状況を聞
き、意見交換を実施した。

地域づくり県土警察常任委員会
　11月定例会では、令和元年度鳥取県一般会計
補正予算（第３号）など６議案について慎重に
審議を行った結果、妥当なものと認め、原案の
とおり可決すべきものと決定した。
　また、11月18日には「転換期を迎えた今後の
インバウンド誘客戦略について」をテーマに米
子市内で出前県議会を開催し、海外誘客の多角
化など今後の方向性や受入体制などについて関
係団体と意見交換を行った。さらに、同日及び
翌19日には境港の港湾整備状況、琴浦大山警察
署における災害時等の警察機能維持対策、地域
公共交通・路線バス再編計画に係る成果と課題
についてそれぞれ現地視察し、関係者と意見交
換を行った。

総務教育常任委員会
　11月定例会では、本委員会所管の令和元年度鳥
取県一般会計補正予算（第３号）をはじめ４議案
について慎重に審査を行った結果、いずれも原案
のとおり全員一致で可決すべきものと決定した。
　また、桜を見る会の実態解明を求める意見書の
提出を求めるものなど、新規の陳情２件について
慎重に審議を行った結果、いずれも不採択と決定
した。
　10月29日に実施した県内調査では、鳥取県立
米子養護学校において、障がい者雇用の取組を調
査するとともに、鳥取県立境港総合技術高等学校
において、「地域との連携による防災教育のあり
方」をテーマに出前県議会を開催した。

農林水産商工常任委員会
　11月定例会では、本委員会所管の「令和元年
度鳥取県一般会計補正予算（第３号）」など４件
の議案について、慎重に審議を行った結果、い
ずれも原案どおり可決すべきものと決定した。
　10月31日には、本県で初めての高度衛生管
理型市場として、令和元年６月から１号上屋及
び陸送上屋の供用が開始されている境漁港で、
より新鮮な水産物を届ける体制を調査した。
　また、「境港の水産振興について」をテーマに
出前県議会を開催し、「さかいみなと漁港・市場
活性化協議会」として活動している各団体等か
ら取組状況を聞き取るとともに、課題や今後の
方針などについて意見交換を行った。

常任委員会活動 　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会
中の付託案件の審議に加え、閉会中も継続調査や県
内外調査、勉強会などの活動を続けています。
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自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
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数
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結果

松
田　
　
正

藤
井　
一
博

鹿
島　
　
功

山
口　
雅
志

安
田　
由
毅

常
田　
賢
二

語
堂　
正
範

浜
田　
一
哉

中
島　
規
夫

内
田　
隆
嗣

内
田　
博
長

斉
木　
正
一

浜
崎　
晋
一

西
川　
憲
雄

広
谷　
直
樹

野
坂　
道
明

島
谷　
龍
司

川
部　
　
洋

福
田　
俊
史

藤
縄　
喜
和

西
村　
弥
子

坂
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経
三
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森　
　
雅
幹

尾
崎　
　
薫

浜
田　
妙
子

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

福
間　
裕
隆

濵
辺　
義
孝

澤　
　
紀
男

銀
杏　
泰
利

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

山
川　
智
帆

由
田　
　
隆

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

９月定例会
⑬ 平成30年度鳥取県営企業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

９月定例会
⑭ 平成30年度鳥取県営病院事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

⑫ 平成30年度決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

⑦ 鳥取県手数料徴収条例及び鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 可決

⑨ 工事請負契約（国道313号（倉吉関金道路）橋梁上部工事（小鴨２号橋）（補助改良））
の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 可決

附帯意見 （議案第13号関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 決定

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情元年－19 桜を見る会の実態解明を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 23 11 34 不採択

陳情元年－20 公共放送の運営に係るコンプライアンスの徹底及び消費者保護体制の
強化を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 不採択

陳情元年－21 鳥取県が保有する公用携帯電話等の実態把握等について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 不採択

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。

議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

⑩ 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 可決

⑪ 当せん金付証票の発売について 可決

⑬ 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地地下水等調査会条例 可決

⑭ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決

⑮ 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 可決

⑯ 鳥取県教育委員会委員の任命について 同意

⑰ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

10

とっとり県議会だより

代
表
質
問

一
般
質
問

平
成
30
年
度
決
算
認
定

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果



令和元年11月定例会付議案等議決結果（賛否が分かれた議案及び否決された議案）

令和元年11月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

松
田　
　
正

藤
井　
一
博

鹿
島　
　
功

山
口　
雅
志

安
田　
由
毅

常
田　
賢
二

語
堂　
正
範

浜
田　
一
哉

中
島　
規
夫

内
田　
隆
嗣

内
田　
博
長

斉
木　
正
一

浜
崎　
晋
一

西
川　
憲
雄

広
谷　
直
樹

野
坂　
道
明

島
谷　
龍
司

川
部　
　
洋

福
田　
俊
史

藤
縄　
喜
和

西
村　
弥
子

坂
野
経
三
郎

森　
　
雅
幹

尾
崎　
　
薫

浜
田　
妙
子

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

福
間　
裕
隆

濵
辺　
義
孝

澤　
　
紀
男

銀
杏　
泰
利

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

山
川　
智
帆

由
田　
　
隆

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

９月定例会
⑬ 平成30年度鳥取県営企業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

９月定例会
⑭ 平成30年度鳥取県営病院事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

⑫ 平成30年度決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 認定

⑦ 鳥取県手数料徴収条例及び鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 可決

⑨ 工事請負契約（国道313号（倉吉関金道路）橋梁上部工事（小鴨２号橋）（補助改良））
の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 可決

附帯意見 （議案第13号関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 決定

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情元年－19 桜を見る会の実態解明を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 23 11 34 不採択

陳情元年－20 公共放送の運営に係るコンプライアンスの徹底及び消費者保護体制の
強化を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 不採択

陳情元年－21 鳥取県が保有する公用携帯電話等の実態把握等について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 33 1 34 不採択

【凡例】	 議案等番号…○数字は知事提出議案
	 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。
	 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

決算認定に係る指摘事項
［９月定例会第 13 号及び第 14 号並びに 11 月定例会第 12 号］

決定

① 令和元年度鳥取県一般会計補正予算（第３号） 可決

② 令和元年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計補正予算（第１号） 可決

③ 令和元年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 可決

④ 令和元年度鳥取県営電気事業会計補正予算（第１号） 可決

⑤ 令和元年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第３号） 可決

⑥ 鳥取県税条例の一部を改正する条例 可決

⑧ 工事請負契約（境漁港高度衛生管理型市場整備事業２号上屋新築工事（２工区建築））の締結について 可決
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発行日／令和２年２月１日
編集・発行／鳥取県議会　〒680－8570 鳥取市東町1丁目220

☎0857－26－7460  FAX0857－26－7461  e-mail : gikaisoumu@pref.tottori.lg.jp

期　日 日　　程
２月21日 ㈮ 本会議（開会・提案理由説明）

25日 ㈫ 常任委員会26日 ㈬
28日 ㈮ 本会議（代表質問）３月 ３日 ㈫
５日 ㈭ 本会議（先議議案に対する質疑）・常任委員会
６日 ㈮ 本会議（先議議案採決、一般質問・質疑）
９日 ㈪

本会議（一般質問・質疑）
11日 ㈬
12日 ㈭
16日 ㈪
17日 ㈫
19日 ㈭ 常任委員会
23日 ㈪ 特別委員会
24日 ㈫ 本会議（採決・閉会）

※午前10時開会の予定です。　※日程は変更の可能性があります。

２月定例会の日程案

　初めての県議１年目、「とっとり県議会だよ
り」編集３回目を経験しました。時には喧々諤々
の議論をしながら、『県政情報を分かりやすく』
をモットーに、県民の皆さまへお伝えしたいと
鋭意努力しております。公正・公平な情報公開
のためにも、引き続き、皆さまの忌憚のないご
意見を頂けたら幸いです。� （広報委員会N）

あ と が き

スマートフォンからもご覧いただけます
　本会議、常任委員会、特別委員会、全員協議
会の生中継と録画中継のインターネット放送は
スマートフォンからもご覧いただ
けます。
　また、本会議はケーブルテレビ
でもご覧いただけます。

　11月４日から８日まで、６名の議員が、豆満
江を経由する物流ルートの状況調査のため、ロ
シア沿海地方を訪問した。
　ルートの拠点に考えていたザルビノ港活用の
見込みやDBSクルーズ船の活用方法について、
沿海地方議会、総領事館、極東港湾研究所を
訪問し情報収集を行った。また、ビジネスサポー
トセンターや広告代理店RUSAPAIからは、イ
ンバウンドに向けた取組について、様々なアド
バイスをいただいた。さらに、太平洋医科大学
では鳥取大学に研修で来県した学生たちと面
談し、研修の成果を確認することができた。
　帰国直後、DBSクルーズ船が中断することと
なった。残念ではあるが、多くの関係者からの
期待の声を聞いたので、再開に向けてしっかり
と連携して取り組んでいきたい。

国際交流・海外調査
台湾訪問団 ロシア沿海地方訪問団

　10月23日から26日まで、伊藤議員を団長に
６名の議員を台湾へ派遣し、インバウンド観光
の振興に向けた動向と課題、本県との地域間
交流の現状や今後の可能性、県産農産物等の
輸出拡大・販路開拓に向けた現地の状況や課
題について調査を行った。
　日本台湾交流協会台北事務所、台湾日本関
係協会、中華航空では、訪日観光客の動向や定
期便化に向けた課題等、台中市では后豊サイク
リングロードを視察しサイクリングを通じた両
県市の観光交流の促進について調査した。また
現地で日本産食品を扱う卸商社やスーパー、外
食産業を訪問し、県産品や鳥取和牛等のさらな
る販路拡大について意見交換を行った。台湾と
のさらなる交流促進に向け、今回の調査結果を
今後の政策提言に生かしていきたい。
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